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「ちょうちん貸出券」配布
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【お問い合わせ】生涯学習課　民家園係　TEL:03-3417-5911　FAX:03-3417-5961

昔の農家の生活に火は不可欠でした。そのた
め、絶えず家の中に火を留めておく必要があり
ました。暮らしの中で火をつないでいた人々の
モノと技を解説します。

【日にち】令和7年9月13日（土）　【時間】 午後８時まで開園延長（入園は午後7時45分まで）

令和7年度　民家園の夏を楽しもう

　　「ちょうちん貸出券」は、午後5時20分から、正門前の行事案内コーナーで配付を始めます（先着20名様に配付）。

〈解　説〉

内　容時　間

〈解　説〉 17:30～17:50

旧長崎家住宅主屋の囲炉裏やカマドで、火
を焚いているのを見てみよう。
ガスや電気が無く、火と共に暮らしていた頃の
家のつくりを紹介します。

家と火

18:30～18:40明かりと灯り
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岡本公園民家園　　「夜まで民家園-火のあるくらし-」　プログラム

30

〈体　験〉
＊雨天中止

19:00～19:20頃
【体験は中学生以下対象】

　
※提灯を持つ体験は、「ちょう
ちん貸出券」が必要です。

※行列は、どなたでもご参加
いただけます。

かつて、月が出ていない日の夜に家の外へ出
かける時には、提灯（ちょうちん）という灯り
の道具を使いました。
提灯を持って夜の園内を歩き、村の夜を体
験してみよう！

子どもちょうちん行列
－火と人－

民家の灯り〈体　験〉 18:40～19:50
【自由に見学できます】

昔の人たちが夜に使っていた行灯（あんど
ん）は、どれくらいの明るさだったのでしょう。
夜の古民家で、昔の灯りの道具の明るさを体
験してみよう！

〈展　示〉
〈夜間特別公開〉

岡本企画展「ムラの道
-岡本の記憶を辿る-」

9:30～19:30
【岡本公園管理棟テラス】

開催中の企画展を夜まで公開延長します。
本展は、江戸期以来の旧道、国分寺崖線
や仙川などの河岸段丘によって形成された坂
道、旧渋谷町水道などの近代施設によって
生まれた道路など、岡本地区の多彩な「道」
を紹介しています。

※午後4時30分から午後7時45分までは、正門からのみご入園いただけます。その他の門は、午後4時30分に閉鎖します。

※岡本公園駐車場は、午後8時15分までご利用いただけます（入庫は午後7時30分まで）。

令和7年8月10日版　【主催】世田谷区教育委員会

※体験「子どもちょうちん行列」の「ちょうちん貸出券」について

 　　  「ちょうちん貸出券」は、体験をされるご本人（中学生以下、1人でちょうちんを持って歩ける方）にお渡しします。

※天候等の状況により、プログラム内容の一部を変更、または中止とする場合があります。

昔、自然の光や火は、家の内外の暗やみを
照らす大切な"あかり"でした。
電気のない時代の"あかり"のお話をします。

〈解　説〉 火をつなぐ話 18:00～18:20

※午後4時30分から午後7時まで、子ども用浴衣を貸し出します（先着順、数に限りがあります）。園内でお楽しみください。


